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地質

い部類に属する地質でこの地区の基盤をなしている.

この地区にはまたペグマタイトの分布も多く知られ

良質の長石石英雲母ベリルおよびウラントリウ

ムなどの鉱物も発見され一部は稼行されている.

またこのコルドバ向背の山間部を利用して多目的

ダムがつくられ多くの人工湖がありまたその一部に

鵜水用風車(アルぜシチンのカンポ)

略図

は国営のホテルなどを建造して観光地としても開発

されている.一泊500～1,000円程度でブエノスア

イレスの半額かつ距離的にもブエノスアイレスから

近いということもあって夏季における恰好のレクリエ

ｰション地と狂っている.

この地域は気候温暖でかつ乾燥している故もあっ

放し飼いされている褐色の毛をもつ豚(カンポ)�
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てサナトリウムなど各種療養所が多く建てられており

カスキンｰアルタカノレシヤの渓谷沿いや山間部には点々

とモダンたこの種の建物がならんでいる.このコルド

バ地区の山地を越えると再び広大な盆地状平原に出る.

アルゼンチンの有名な大塩湖(Sa1inasG･andes)の南

部を通過することに在る.飛行機からみると真自く､

光ってみえるこの広大なサリナも地上では細粒泥土に

白い塩分カミ晶出しているようだ感じでなんと在く泥く

さい.

もちろん植物はほとんどなく全くの死の砂漠.こ

の死の砂漠の中を時速100kmで走ること数時間にして

ラ･リオノ'市とチリシｰト市との道路の分岐点である

パトキナという部落に入る.

パトキナでACA(Auto㎜ovueC1ubArgentinaア

ノレゼシチン自動車クラブ)所属の工場でわれわれのジｰ

プの点検と給油を行枚う.

給油中のボｰイの話ではパトキナの南西で地ゴビ裸を

行なっているという.Jutoranの話では例の“Plan

Cordi11eraNorte"によってわれわれの仲間カミ調査に

入っているとのこと.アノレゼシチンのこの種の調査計

画は“PIanCordi11eraSur"舛軍需省の地質関係者と

国連が担当しメンドサ州を中心として行なっており

ラ･リオバ州はわれわれの方が担当しているのだという.

調査のやり方は広大なる地域であるがためにすべて

Orientati㎝S岨veyとしてのDrainageSurveyを行な

っているとのことである.

このパトキナから北方約150kmの山間部の都市チ

リシｰトに着く.

チリシｰトに至る間のロス･コロラドスには“Cneva

delCh･cho"一若者の洞穴という景勝地カミありパ

ガンソウ系の赤褐色～赫色の堆積岩の風化による洞穴が

数多くみられるところがある.風蝕浸餓による変形

地形でラ･リか･州の観光地の一つとなっている.

このパガンソウ系の堆積岩層は凝灰質部分が多くが

つ大陸1生堆積層として知られている.日本における硯

石統のごとくその特長ある色によって遠くからでも

その分布を知ることができる.

アルゼンチンの主要ルｰトにみられる自動車クラブの道路標識

チリシｰトの街はちょうど日本の甲府を思い出すよ

うな山間盆地状の都市である.人口約2万人で小型

たカミらもよくまとまったラ･リオバ州第二の都市であ

る.海抜1,074mで乾燥気候温暖の地であるため

ブドウの栽培に適しがつ良質のブドウ酒の産地でもあ

る.良質の白ブドウ酒を産しアノレゼシチン国でも

メンドサと並んで有名でいわゆる“VinoRiojano"

といわれて喜ばれている.

チリシｰトの街の中心には“P1azaSam1ento"があ

りこれを中心として方眼状の道路と住宅が発達し市

庁警察銀行などの主要建造物はすべてこの“Plaza"

(広場)に集中している.また街の社交の場として

もこの広場が利用されこの広場の一角にある喫茶

店には夕方になると多くの市民力蝶まり商談や雑談

あるいは男女間の交際だとが行たわれており住所が判

らない場合でもここに行くとたいてい尋ね人を見つ

けることかできるようである.市の周囲はすべて変成

岩および花嵐岩による山嶽によりかこまれ西部のファ

マティナ山脈や東部のベラスコ山脈などは有名で冬季

の積雪などにより美しい景観を示している.

チリシｰト郊外にはまたラプラタ大学初代学長Dr.

JoaquinVGonzξle･の生家があり石像と共に彼の

歴史的遺品が陳列されている.チリシｰトで有名な

メヒカナ金山は上記ファマテイナ山脈の中腹にあり

前世紀に盛んに採掘されたというが現在はその跡もと

コルドバの近くの多目的ダム�
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とめずわずかに製錬所跡の一部と索道が名残りを止め

ているにすぎない.

このチリシｰトでI･N･G･Mの地質家DrFaluと

会い彼の案内で現場に入ることとなる.事務連絡た

どで数目費し朝10時に出発しチリシｰトから西方

ヴィシヤユニオンベのルｰトをとる.この道路は約50

年前に建設された国道40号線であるそうだカミファマ

ティナ山脈を横断するためカｰブが多く時々自動車事

故があるといわれている.

途中のミランダ部落付近は前記のバガンソウ系の赤

褐色堆積岩類の発達が特長的で花開岩類との間の不整

合関係も明瞭に認められる.峠には標高1,890mの標

点がありまた道路の下は数100mにもおよぶ深い

渓谷もあり壮観である.

ビジヤユニオンから約60kmベンチナ川を上流に向っ

て走ると人口2,000人たらずのベンチナ部落がある立

標高1,404mで近くの渓谷につくられた多目的ダム

を管理するための小さな事務所もある.ベンチナ

から現在建設中の道路を利用してハグエまで約30

kmの道を走る.この渓谷は'主としてP1i㈱鵬･

､一

鰯麟

(鮮新世)の地層からなるということであるが岩質的に

はもっと古期のもののような感じがする.凝灰質頁岩

を主とし少量の砂岩層を挾在しまれに角礫岩層を伴

う.灰白色～褐色綴密な岩石で上部層になるとや

や赫色綴密の凝灰質部が優勢と怒るようである.

ハグエ近くになると風化された分解物と河川による氾

らん原の中にやや赫色の風蝕痕を残した堆積岩が奇

観を呈して屹立しさたがら月世界を思い出か

ごのハグエは海抜2,000伽弱人口数工00人といわ

れるがほとんどガウチョらしく人種的にも東洋人

に似たよ1う匁顔のものが多い.

ホテノレというものはもちろんなく小学校の校長宅に

泊る｡土間に半分壊れたようなベットが置かれており

ちょうど日本の50円か100円ベットというようなもの

を想像してもらえばよいようである.トイレなども日

本の東北の寒村の状態を思いうかべていただければ適

↑裟成篇類を錦閑砦との銭触

部鏡餐榊こ総桐て須芙臓

の貫入が認めら机る

パンパの峰の水の猿1こみら叙る

アルぜシチン緒煮の派ズメの巣

盆地につくられた人口2,000人のチリシｰトの町前方にみ走るのはプア㌣ヂイナ{脈

メと勿ナ鉱山の索道�
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メヒカナ鉱山の製錬所跡

バト勢一ナと箏リシｰトの閥1ζ彰鳶バ減ン溺1ζぶ制新鰯

矛夏シｰトからビジャユ武攻ン毒ζか紡ての荒原風景サ諸チンの赫並遠峨い'

われわれのキャンプ風景

標高4,500皿の高地で飲料水がないため苦労したところ

ガウチョ(牧童)が羊を追って移動する際露営す

るために作られた石がこい

ホァキンゴンサレスの記念石像

嚢

調査地でみたサボテンの一種黄色の美しい花が

咲いていた�
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匿…コ変成岩帯

匝コベグマタイ1

回コ艶紋岩

匿ヨ細㈱体

サンタ･クララ鉱山の鉱床形

切なところ.とにかくこのような状態で寝にづいて

いると夜中に大きな声でどたるものがいる.外をの

ぞいてみると一人のよっぱらいが盛んにしやべってい

る.たんとなく聞いていると小生をさそいにきたら

しい.彼等とつきあうと朝まで寝られないのでご

めんこうむって狸寝りをしていると先生小生のベッ

トのそぱまできて酔いがまわったとみえて小生のベ

ットの下にもぐり込んで寝てしまった.

どうもおいしいV三no(ブドウ酒)にやられたらしい.

このようなよっぱらいの事を“ホラチョ"ということで

あるが土地の人の話ではもっと悪いことばでは

“ベド･ネグロ"というようである.意味はここでは

省略させていただくので興味あるかたは適当にスペイ

ン語の辞書でもひもといて下さい.とにかくこのノ･

クエあたりにくると全く水がなく井戸からの水も硬水

のようで風呂など思いもつかたいことでこれから先

のキャンプ生活を考えてウンザリしたのが本音であ

った.

を作っているようであったカミ人

夫と2人でムラ(馬とロバとの

一代種)にのって標高4,000～

メ

5,000獅のところを登っていると

いう.小生たちもロバとムラ

を借り上げ調査地点の第一キャ

ンプまで登ることとなる.

数目間基地で準備をしてキャ

ンプ用具などロバの背にづみ

登山開始第1目目に標高3,200

孤の第一キャンプ予定地に到着

設営する.この付近の地質は

｡m

変成岩類とこれに員1入する花嵩岩

態

類からなりこれらの地層の走向

はN40㌧50.W傾斜33㌧60“Eを示しだいたいに

おいて単斜構造を呈し非常に判リやすい地質環境を示

している.

蛇紋岩は角閃岩と共に変成岩帯の中にある分帯を構成

して分布しがつ東南部や西部にみられる避大花購号俸

から派生したと思われる走向方向に貫入するPa附Pひ

9metiteの発達も著しい.

さらにこれらの地質を支配するNS系の断層帯の発

達が著しくエルモソ渓谷やノ･クエからフエルトに連な

る大ポルイロ川などはいずれもこれらの断層帯に形成

されており構造的な変化が認められる.さらに地質

的に興味のある点はこれらの渓谷や河川の上流地区では

中生代から第三紀の堆積岩層の分布もみられこれらは

上記基盤岩類の凹部に小ブロックで不整合関係を示し

てのっている.この堆積岩層の下位層は頁岩および砂

岩の互層からたり上位層は凝灰質岩層により特長づけ

られ遠く北部のカタマルカ州やチリ国境にまでその

分布範囲が広カミっている.

このノ･グェから約60km氷のたい河床

を渡って調査地の南端プエノレトに着く.

このフエルトは人家数軒先に入って

いる測量家が一蔀屋を借りている.名

はパチェコ彼は土間の上に毛皮をしき

ゴロ寝でさ枚がらガウチョである.ス

ペインのフランコ政権と戦い敗れてアル

ゼンチンに亡命してきたということであ

るがなか在かの愛国者で早口で口泡

をとばしてスペインの事を話されるの

にはいささかへいこうしたものである.

測量の方は三角測量でトラバｰスを

組み10～20㎞の間に測点をとり図面

抑^洲

唆㍗炎

冷靖､

ポランコ鉱山

℀

の鉱床形態�
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さらに地質的にはこれらの堆積岩と同時期の噴出と

考えられる流紋岩および酸性火山岩が知られこれに

ともなって銅.鉛.亜鉛などの鉱物を伴う石英脈の存在が

知られている.鉱化作用そのものは全般的に弱くか

つカタマルカ州のカヒジｰタ鉱山のようなRhodochro-

Site荏どのマンガン鉱物を伴うこともまれである.

この地域では稼行されている金属鉱山はなくまた鉱

床調査も標高5,000㎜交通の便も悪いためか十分に

おこなわれていないのでこれらの実態については未知

の部分が非常に多い.

次に蛇紋岩に伴う鉱床としてはわれわれの調査目

的である石綿の他にニッケノレの鉱山カミある.ただし

現在は稼行されていたい.Pent1anditeやわずかの

Chalcopy･iteなどカミズリ中に認められるところからこ

の種わ鉱床はニツゲノレ･銅を主とする硫化鉱床であるが

採掘時の状況などからみて大きな規模のものとは考え

られない.

次に石綿鉱床であるがこの地域の石綿は大部分カミ

前に述べた地質の蛇紋岩体中に伴われてきている.

蛇紋岩には大体3種類あり①Dunite系のものから

②Peridotite糸あるいは③Pyroxinite系のものカミあり

これらからそれぞれ蛇紋岩化された状態に応じて

Chrysot丑eやAnthophy11ite祖どの鉱物の組み合わせが

異なってきている.全体として鉱床自体の品位はい

ずれの場合も劣勢でChrysoti1eの繊維の長さで1cm

以上におよぶものは狂い.ただしAnthophy11iteは

上記中⑪～②系の岩石には普通に認められとくに断

層系の近くの擾乱帯あるいはParaPegmatiteの貫入

著しき部分だと地質的な特長にしたがってその生成

が著しい部分も認められる.これらの石綿鉱物の分布

を追っでわれわれのキャンプは標高4,000m以上のこ

の山嶽地帯をガウチョそのままの生活で調査しながら

移動してあるいた.

ガウチョというのは南米のラプラタ川やパラナ川流

域のパンパス住民の総称でこの地域は有名な牧畜地帯

でもあることからカｰボｰイの意味も多少含んでいる

といわれている.16世紀頃から19世紀ごろまではこ

の地域の野生の牛馬手たどを捕えて生活していた.

この地区の原住民グアラニｰ族のことをいっていたが

ヨｰロッパからの移民混血などで独得の人種型が形成

されこれらが従来同様に放牧された牛馬羊など

を飼育しかっこの地域から山嶽地帯にかけての牧場

で働いているものも多くこれらを総称してガウチョ

ともいっている.

有名な1864年のパラグワイ戦争もこの種のガウチョ

の縄ばり争いが原因となったものである.

チリシｰトからビシヤユエオンに向う途中のミランダの渓谷前方

の山は花陶岩類(古生層)と手前の成層岩(パガン層)との間は不整

合関係を示している

ガウチョたみの調査移動生活はなかたかたいへんで

移動一つにしてもムラロバなど20頭あまりこれに

調査器具テントなどのキャンプ用具ならびに食料品と

荷物が多く大体一回の移動で20km位がせいぜいで

地形の急峻なところでは4～5kmがやっとのことであ

る.調査申の移動の際一頭のロバが谷底に墜落お

かげで燈火用ガスランプなどの夜間照明用具をなくし

て次のランプをはこんでもらうまで太陽とともに生

活したこともあった.

山嶽地帯での食事は肉と乾バンとマテ茶のみで(調

査当初は大量のカンズメなど持込んだが運搬が大へん

なのとガウチョとの共同生活のためこれらの大半は

べ一スキャンプに残して移動Lた)野菜類の欠乏によ

る歯クキからの出血などは日常の事であった.

朝食にマテ茶をまわし飲み乾パシｰ切をかじった

後で調査用意をしてもちろん乾肉(グワナコの肉)

一塊と水筒をもち朝8時～9時頃に出掛ける.普通

呼吸のはげしくなるのはガウチョでも動物でも同じで

､べ一スキャンプから移動する際山地になれているロ

バでもブｰブｰと荒い呼吸をしていることでも想像

できる.

調査での測量は見通しがきくため楽で能率は良い

幟が見通しのよい場所に人夫を行かせるのがたいへんで

だいたい人夫の移動時間が測点移動時間とみてもよい

位で普通30分から1時間とみるのがこのような山嶽

地帯では適当である.�
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昼食の時間にたるとだいたいにおいて谷間の目蔭

をえらびここで持参の乾肉をあぶリ石でたたいてセ

ンイをほぐしやわらくしてたべるのが日常であった.

スノレメの様な感じであったがなれないとあまりたべら

れるものではない.これと水筒の水というコンダテで

の生活であるから1週間もするとゲツソリとやせか

つ紫外線によりこがされ風呂などもないのでわれわ

れもガウチョもちょっとみわけカミつかないようにな

ったのには驚いた.

山中での動物にはビスカッチャという山兎の一種

コンドノレなどをよく見掛けた.ビスカッチャは岩の上

からわれわれを荏カミめては飛ぶような早さで岩の下

や穴ににげこむので狂かなか捕獲しにくいが調査中

ぺぺが一頭しとめてその目の夕食をにぎわせたときは

乾肉でマイっていたわれわれにとっては山海の珍喋に

もまさる思いがした.

調査中移動の途中キャンプ地で朝起きてみると

小生とJutora肌との乗用していたムラがいなくなって

いる.その付近を探したがわからないちょうど基

地に帰る途中でもあったのでガウチョにその周囲を探

すことをいいつけてわれわれ二人で沢を下っていった.

正午頃一人のガウチョがわれわれのムラをつれて沢

を上ってくるのがみられた.このガウチョはわれわれ

の基地のものでムラが基地まで下ってきているのを

みつけてわざわざ基地からつれてきてくれたのだそう

である.このような動物の帰巣本能やガウチョの親

切心には最近の東京などの道徳心の頽廃の現状からみ

て文明の度が進めば進むほどこのような親切心がな

くなるのではないかと考えさせられる面が非常に多か

った.さらにこのガウチョはわれわれのために食糧

まで用意してきており新しい羊肉をアサｰトにして

Vin0(ブドウ酒)と共にとったときは生きカミえる思い

がした1調査隊は2ヵ月振りにこの基地まで下って

来てはるばるわれわれと共に旅行してきたジｰプをみ

たときは恋んだかブエノスアイレスまで帰えりっいた

よう狂気持であった.

おり途中のホテル柱とでは日本の酒と同様に常用さ

れている.

地質環境はだいたいラ･リオノ･地区と同様でPre･

C･㎜b･i･nからTertiaryに至る各時代の堆積岩が分布

しており美しい成層面の発達した岩層カ糖なり時に

は渓谷をなしこれらの一部は多目的ダムなどの建設が

行なわれまた計画されているところも多い.

また最近の軍需省と国連によるメンドサ州のパラ

ミｰジャスやサンタクララ付近の調査によると総合的

調査によりチリ同様のポｰヒリカツバｰ鉱床が賦存して

いることが予想され徐々に開発計画が進められている.

アノレゼンチンの鉱業は石油資源以外に経済的開発か

行なわれているものがほとんどなくかつ鉱物資源

調査が盛んに行なわれているにもかかわらずあまりみ

るべきものが匁いのは鉱業権がすべて国有であり小規

模なれぱ稼行できるようなものも個人的に開発するこ

とに問題があることとまた鉱化作用が全般的に弱い

ということにもあるカミ立地条件が悪いために調査や稼

行に相当難があることなどさらに元来カミ農牧畜を主

体とする国であるために苦労の多い鉱業によら荏くて

も十分に経済を保つことができることなどから鉱業に

まで手を出さなかったことなどにより調査状況一つ

みても目本における30～40年前の状態から出て柱いよ

うであった.

最近に至りアルゼンチン国においても産業開発五力

年計画など工業化に目を向け積極的になづてきている

ことからこれらの企業開発計画が具体化されればそ

の産業形態も若干変化し先進国並みぽ近づいてくるこ

とが予想される､

(筆者は研究企圃官室)

数目間かかってジｰプの置いてあつたプェルトで採

取試料の整理.下山準備などをしたのち2目問かか

ってチリシｰトまで下りここでさらに数目間われ

われの調査に協力してもらった関係者に挨拶した後サ

ンファンメンドサ経由でブェノスァイレスに帰った,

サンファンメンドサ共にアンデス東山麓地帯に当り

ラ･リオノ･同様ブドウ酒の産地であるためかブドゥ

畑カミ多くそれぞれ特長のある良質のブドウ酒を産して

標高4,000触のとζるで三角測豊を行な棚刊'るスペイン人の測量

土バチエコ節方の山はカタ竿ルカ州との境界�


